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    概要：彼女の名前は、何故だか特別に聴こえた。そして恐らくは、今後最も呼び親しむであろうその名前を誰よりも上手く呼べるようになれれば良いと思う。
    


    




    アトガキ
    　この度は拙作「変わりかけの信号機」をご覧いただき、誠にありがとうございます。
　この作品は、確か「良くしゃべる女の子って可愛いよな？」と思いながら、書いた作品で、完全にヒロインありきの物語です。
　バレンタインに彼女がいないことを嘆く男と、バレンタインをチャンスだと前向きに捉える女の子の奇跡みたいな交差点をコミカルに描きました。
　ちょっとでもにやり、としていただけたらこれに勝る喜びはありません。
　他、多数の恋愛小説を私のサイト「恋愛小説専門サイト・夢の扉」にて公開しておりますので、こちらにもどうぞ遊びに来てください。
　また、別の作品でもお会いできることを楽しみにしております。
				



